歴史地震研究会2007～08年度　第5回幹事会および行事委員会議事録

　2008年8月28日15：00～17：30　於地震予知総合研究振興会会議室

　出席者：北原・武村・宍倉・松浦・植竹・堀川・金田・小松原

1.　つくば大会準備

　1-1　産総研の後援名義使用

　産総研講堂使用にあたり、産総研の後援名義を得ることが求められているので、これを申請している。

　1-2　大会予算

　今年度は予稿集印刷費を低く抑えたため、大会運営費が比較的潤沢にある。これを1)名札などの消耗品を例年よりもやや多めに購入し次年度以降の負担を軽減する、2)会場での茶菓子代・非常勤雇用ほかのサービス経費に充てる、ことで大会運営収支をつりあわせる。以上に基づいて大会関係予算を作成する。

　1-3　大会運営要員

　行事委員から大会運営要員に関する説明があった。当日の受付は幹事・行事委員が持ち回りで担当する。

　1-4　図録・企画展・講演会

　いずれも順調に進んでいる。

図録は完成、日本地図センターの係員が9月14日(大会2日目)12：00～13：00に会場で研究会会員対象の割引販売(1冊1200円)を行う。図録と企画展のチラシ・ポスター各3部を研究会で保管する。

　企画展は9月3～4日に設置作業、3日15時に武村副会長が設置状況を視察する。

　講演会は15日10：00～および13：30～の2回、講演者は宍倉・武村・西村(国土地理院)。大会会場で講演会への参加を呼びかける。15日は基本的に自由行動とする。

　1-6　取材関係

　8月28日朝日新聞社黒澤記者から展示の内容について問い合わせがあった。

　1-7　図書販売など

　図書販売を行う人には、各自の責任で販売・管理することを要請する。

　1-8　今後の案内

　mushaなどを通じて、1)自家用車で来場しないこと、2)産総研正門で守衛に呼び止められるが、研究会参加者であることを告げれば問題なく入場できること、3)つくば市内のホテルなどに宿泊する人には、産総研中央センターの共用講堂まで送迎してもらうことを勧める、の3点を伝える。

　1-9　予稿集

　予稿集は80部印刷する。

2.　会誌無償配布の検討

　従来地震研経費で公的機関向けに印刷・送付されてきた会誌(270部)を、今後どうするか検討した。財政幹事による試算では、約200部の無償配布は可能。次年度予算案で配布数を決め、次年度幹事会で具体的な配布先を検討する。

　3.　予算方針

永井監査役から提案されていた2案件(会の資産を増やし過ぎないこと、監査前に計算ミスがないか確認すること)について議論した。

　会の資産については収入超過を避けることを原則として、1)会誌の無償配布(研究会の公的役割)、2)バックナンバーの電子ファイル化・HP上の公開などの経費に充てる(会員サービス)、3）HP管理の適正化・幹事会参加者への交通費支給・役員のボランテイアでまかなわれてきた作業の外注化に充てる(会計の独立・幹事個人負担の軽減)、などにより現在のやや余裕がある会計状況に応じて支出することで対応することに決定した。

　4.　次年度幹事会で継続審議する案件

　以下の案件について、次年度幹事会で継続審議する。

　1)会誌の無償配布先、2)ホームページ管理のあり方、3)バックナンバーの電子化とインターネット上での公開

　5.　規約改正

　第二回幹事会の決定に基づいて、会長・監査役の選出規定(下記)を加える規約改正案を総会に提案する。

～～～記～～～

第16条　4　会長および監査役の選出手続きは付則に定める。

付則　第2条　第16条による会長選出手続　会長候補者は3名以上の推薦者をもって立候補し、総会の1週間前までに幹事会に届け出る。

付則　第3条　第16条による監査役選出手続　監査役は3名以上の会員による推薦を受けた者の中から総会で選出される。推薦者ないし被推薦者は総会開催前に幹事会に届け出る。

～～～～～～～

　

6.　総会次第

　武村副会長案を軸に総会議事次第を議論した。総会までに総務幹事が議事次第を完成させる。

7.　役員の負担軽減

今年度に引き続いて役員の負担軽減を図る。特に財政幹事が行ってきた業務のうち、会誌発送など外注可能なものは外注で処理する。

8.　次回大会の日程

次回大会は2009年9月12(土)13(日)を軸とする3日間、滋賀県大津市にて開催する。植村会員に行事委員就任を依頼。

